
 

～校則検討便り～ 

 

【１０月２０日施行の新校則について】 

　１０月５日、校則検討委員会で精査した校則の改定内容（答申書）を校長先生に提

出し、新校則の追加・変更の許可をいただきました。 

　つきましては、以下の７つの項目について追加・変更があります。内容と経緯をよ

く理解し、お互いに学校生活を気持ちよく過ごすために、声をかけ合いながら校則を

守っていきましょう。 

 

項目 新校則（変更や追加があった内容） 校則ができた経緯 

１ 通年で白色のポロシャツ（ワンポイント可）の着

用を許可する。ただし、だらしない着こなしにな

らないように裾はズボンの中に入れ、儀式的行

事、全校朝礼では着用しないこととする。 

熱中症予防のために、より

通気性や速乾性の高いポロ

シャツも選択肢に入れるた

め。 

２ ブラウスという表記を、販売業者の表記に合わせ

てワイシャツの表記に変更する。 

ブラウスという表記がわか

りにくいため。 

３ リボンは首元に着用するものとする。 リボンを首元以外の場所に

着用する生徒がいるため。 

４ 標準服の種別を「男子⇒Ⅰ型」、「女子⇒Ⅱ型」

に変更する。 

時代に即した表記にするた

め。取り扱い業者の表現と

合わせるため。 

５ １１～４月のベストは着用必須だったが、着用の

有無については個人の判断に委ねるものとする。

ただし、正装時は必ず着用する。 

夏日が続いているため。 

６ ヘアピンやゴムに加えて、ヘアクリップの持ち込

みを許可する。ただし、体育の授業や部活動のと

きは怪我の恐れがあるので着用しない。 

長い髪の場合、必要となる

シーンがあるため。 

７ 校則の文面にある色の指定について、「派手な色

を避ける」という表記を削除する。ただし、派手

な色を許可するという意図ではなく、「学校で着

用しても差し支えない色」を生徒一人一人が正し

く判断をすることを期待しての表記変更となるこ

とを全校生徒が理解しているものとする。 

自ら正しい判断をすれば、

派手な色を着用する人はい

ないと考えたため。TPOに

合っていない仲間がいたら

周囲の人が指摘していく。 

 

 


